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議案第 ２ 号

   令和３年度生駒市一般会計予算

 令和３年度生駒市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

 （歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３８，１８４，０００千円と

定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

 （債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を

負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担

行為」による。

（地方債）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」

による。

 （一時借入金）

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は５，０００，０００千円と定める。 

（歳出予算の流用）

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じ
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た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

  令和３年３月５日提出

                   生駒市長 小 紫 雅 史 
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事　　　　　　　　　　　　項 期　　　　　　　　　　間 限　　　　度　　　　額

　市内中小企業者に対する奈良県信用保証
協会との契約による中小企業融資損失補償

　市内中小企業者が、奈良県信用
保証協会の行う融資保証に係る保
証債務の返済を完了するまで

　市内中小企業者の、奈良県信用
保証協会が行う融資保証に係る保
証債務のうち、未返済元利総額の
２０％相当額

令和３年度から
令和４年度まで

令和３年度から
令和４年度まで

令和３年度から
令和４年度まで

令和３年度から
令和８年度まで

令和４年度から
令和５年度まで

令和３年度から
令和４年度まで

令和４年度から
令和５年度まで

令和４年度から
令和５年度まで

８，８９３千円

地方公会計財務書類作成支援業務 ４，９５０千円

学 校 給 食 セ ン タ ー 整 備 工 事 ２４４，３９２千円

生 駒 市 営 火 葬 場 改 修 整 備
工 事 実 施 設 計 業 務

２２，０００千円

や ま び こ ホ ー ル 管 理 業 務 ４７２千円

学校給食センター整備工事監理業務

高 山 竹 林 園 指 定 管 理 業 務

８，０００千円

橋 梁 予 防 保 全 補 修 工 事 ２５０，０００千円

令和４年度

第 ２ 表 債 務 負 担 行 為

固 定 資 産 税 納 税 通 知 書 等
印 刷 ・ 封 入 業 務

４，６３０千円

広 報 紙 ・ 議 会 報 印 刷 等 業 務 令和４年度

１８５，５０１千円

９，８１２千円地 籍 調 査 測 量 業 務
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第 ３ 表  地 方 債 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法 

千円 

防 災 設 備

整 備 事 業 21,000

証 書 借 入

又 は

証 券 発 行

5.0％以内 

（ただし、利率見直

し方式で借り入れ

る場合について、利

率の見直しを行っ

た後においては、当

該見直し後の利率）

 政府資金についてはその融資

条件により、銀行その他の場合

にはその債権者と協定するもの

とする。ただし、市財政の都合

により据置期間及び償還期限を

短縮し、若しくは繰上償還又は

低利に借換えることができる。 

土地改良事業 4,700 〃 〃 〃 

道路橋梁及び

河川整備事業 
298,300 〃 〃 〃 

公 園 施 設

整 備 事 業
19,600 〃 〃 〃 

消 防 施 設

整 備 事 業
26,900 〃 〃 〃 

体 育 施 設

整 備 事 業
44,200 〃 〃 〃 

臨時財政対策 2,449,500 〃 〃 〃 

計 2,864,200

-13-



-14-



公 共 施 設 整 備 基 金 特 別 会 計
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議案第 ３ 号

  令和３年度生駒市公共施設整備基金特別会計予算

 令和３年度生駒市の公共施設整備基金特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。

 （歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，９２５千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

  令和３年３月５日提出

                   生駒市長 小 紫 雅 史 
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介 護 保 険 特 別 会 計
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議案第 ４ 号

  令和３年度生駒市介護保険特別会計予算

 令和３年度生駒市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

 （歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９，０８４，４１５千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。 

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を

負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表債務負担

行為」による。

 （歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用

  令和３年３月５日提出

                   生駒市長 小 紫 雅 史 
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事　　　　　　　　　　　　項 期　　　　　　　　　　間 限　　　　度　　　　額

送迎付一般介護予防教室委託業務 ４，３２０千円

第 ２ 表 債 務 負 担 行 為

令和４年度パ ワ ー ア ッ プ 教 室 委 託 業 務 ５，２８０千円

令和４年度

-25-



-26-



国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
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議案第 ５ 号

  令和３年度生駒市国民健康保険特別会計予算

 令和３年度生駒市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

 （歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１，０６３，８７２千円と

定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

 （一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定に

よる一時借入金の借入れの最高額は３００，０００千円と定める。

 （歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用

  令和３年３月５日提出

                   生駒市長 小 紫 雅 史 
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後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
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議案第 ６ 号

  令和３年度生駒市後期高齢者医療特別会計予算

 令和３年度生駒市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。

 （歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，２６４，９８９千円と定

める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予

算」による。

  令和３年３月５日提出

                   生駒市長 小 紫 雅 史 
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